
彙　

報

◇
展
示

　

〇
令
和
四
年
五
月
一
六
日
〜
六
月
一
〇
日

　
　

春
季
展
示
「
く
ず
し
字
っ
て
何
？
」

　

〇
令
和
四
年
一
〇
月
一
一
日
〜
一
一
月
一
一
日

　
　

企
画
展

　
　
　

彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
「
１
０
０
年
に
向
か
う
学
知
と
人
材
育
成
」

　
　

企
画
展
関
連
講
演
会
（
一
〇
月
二
二
日
）

　
　
　
「
高
商
歴
史 

─
そ
の
研
究
と
史
料
」　　
　

当
館
館
長　

阿
部
安
成

　

開
催
の
記
録

　

今
年
度
の
企
画
展
示
は
、
通
常
通
り
展
示
室
で
の
公
開
と
し
た
が
、
依
然
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
継
続
し
て
い
る
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
・
消

毒
・
検
温
等
の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
お
願
い
し
、
展
示
室
入
室
人
数
を
十

人
ま
で
に
制
限
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

昨
年
度
の
春
季
展
示
に
引
き
続
き
、
主
に
本
学
学
生
に
対
し
て
、
附
属
史
料
館

と
は
ど
の
よ
う
な
施
設
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
う
意
図
で
企
画
を
進
め
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
当
館
の
主
た
る
業
務
内
容

で
あ
る
史
料
目
録
作
成
の
基
礎
作
業
、
古
文
書
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
、「
く
ず
し
字
っ
て
何
？
」
と
題
し
て
、
く
ず
し
字
に
つ
い
て
の
入
門
編
序

章
と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
の
展
示
と
し
た
。
ま
ず
、
彦
根
市
内
で
見
か
け
る
く

ず
し
字
が
書
か
れ
た
看
板
を
紹
介
し
、
現
代
で
も
身
近
に
使
わ
れ
て
い
る
字
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
江
戸
時
代
の
史
料
中
に
も
同
じ
文
字
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
く
ず
し
文
字
が
過
去
の
遺
物
で
は
な
く
現
代
に
連
な

る
も
の
と
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
次
に
書
き
順
と
部
首
か
ら
く
ず
し

字
を
読
む
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
り
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
異
体
字
と
い
う

通
常
の
漢
字
と
は
異
な
る
形
の
字
を
部
首
の
組
み
合
わ
せ
方
か
ら
推
測
す
る
体
験

が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
し
つ
つ
、
パ
ネ
ル
で
図
解
し
た
。
今
回
は
３
年
ぶ
り
に

新
入
生
の
入
門
セ
ミ
ナ
ー
で
の
見
学
を
受
け
入
れ
展
示
解
説
を
し
た
と
こ
ろ
、
街

中
の
看
板
や
部
首
の
組
み
合
わ
せ
の
と
こ
ろ
で
は
積
極
的
に
考
え
る
学
生
も
み
ら

れ
、
手
ご
た
え
を
感
じ
る
展
示
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
展
示
タ
イ
ト
ル
に
呼
応

す
る
よ
う
に
、
古
文
書
を
所
有
す
る
一
般
の
方
々
が
古
文
書
を
も
っ
て
、
あ
る
い

は
そ
の
写
真
を
持
参
し
て
来
館
さ
れ
、
内
容
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
相

次
い
だ
。
こ
の
よ
う
に
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
も
継

続
し
て
く
ず
し
字
読
解
に
つ
い
て
の
展
示
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。（
観
覧
者
数

三
九
一
名
）

　

秋
の
企
画
展
は
、
今
年
が
本
学
部
の
前
身
で
あ
る
彦
根
高
等
商
業
学
校
設
置
百

周
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、「
１
０
０
年
に
向
か
う
学
知
と
人
材
育
成
」

と
題
し
て
、「
経
済
学
部
大
学
史
資
料
」
や
研
究
所
の
雑
誌
類
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

等
の
写
真
か
ら
展
示
を
構
成
し
た
。
高
等
商
業
教
育
の
世
界
的
な
始
ま
り
か
ら
、

そ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
日
本
国
内
に
設
置
さ
れ
た
各
高
等
商
業
学
校
の
紹
介
や
、

当
時
の
商
業
教
育
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方
の
著
作
物
、人
材
の
輩
出
等
に
つ
い
て
、

ま
た
今
年
度
耐
震
改
修
工
事
が
完
了
し
た
陵
水
会
館
に
つ
い
て
も
展
示
し
た
。
学

生
の
講
義
で
の
団
体
見
学
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
個
別
に
興
味
を
も
っ
て
観
覧
し

て
く
れ
る
学
生
も
多
く
み
ら
れ
た
。
観
覧
者
数
は
二
一
九
名
で
あ
っ
た
。
本
学
部

の
創
立
百
周
年
記
念
行
事
が
令
和
五
年
度
に
開
催
さ
れ
る
た
め
、
次
年
度
の
春
季

展
示
も
一
部
展
示
替
え
を
し
て
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

　
第
五
十
六
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ま
た
そ
の
関
連
講
演
会
を
、
こ
れ
も
耐
震
改
修
工
事
に
よ
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
講
堂
で
、三
年
ぶ
り
に
対
面
で
実
施
し
た
。
聴
講
者
数
は
一
二
名
で
あ
っ
た
。

◇「
菅
浦
文
書
」の
再
調
査

　

今
年
度
も
科
学
研
究
費
助
成
研
究
「
中
近
世
「
菅
浦
文
書
」
の
公
開
促
進
と
史

料
学
的
・
文
理
融
合
的
研
究
」（
基
盤
Ａ
、
令
和
三
〜
七
年
度
）
に
よ
り
、
本
学

お
よ
び
滋
賀
県
立
大
学
・
琵
琶
湖
博
物
館
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
在
籍
す
る

研
究
者
ら
と
と
も
に
、「
菅
浦
文
書
」
に
関
す
る
共
同
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

三
回
開
催
し
た
。
研
究
会
で
は
『
菅
浦
文
書
集
成
（
仮
）
』
に
収
録
す
る
文
書
の

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
用
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
史
料
翻
刻
文
の

校
訂
を
行
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
判
読
で
き
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は
、
原
本

閲
覧
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
作
業
を
研
究
会
と
は
別
に
二
回
実
施
し
た
。
国
宝
「
菅
浦

文
書
」
と
「
菅
浦
家
文
書
」（
中
世
分
）
の
校
訂
は
既
に
終
了
し
て
お
り
、
今
年

度
は
滋
賀
県
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
に
伝
存
す
る
史
料
な
ど
関
連
史
資
料
の
校
訂

を
行
い
、
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
『
菅
浦
文
書
集
成
（
仮
）
』
の
刊
行
に
向
け
て
入
稿
用
原
稿
の
作
成
に
入

り
、
約
六
〇
〇
点
の
翻
刻
文
を
出
版
社
へ
入
稿
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
の
共
同
研
究
と
し

て
国
宝
「
菅
浦
文
書
」
の
料
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
昨
年
度
同
様
、
料
紙
の
測
定

及
び
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
の
画
像
分
析
等
に
加
え
、
筆
跡
鑑
定
や
「
菅
浦
与
大

浦
下
庄
堺
絵
図
」
の
顔
料
分
析
も
行
わ
れ
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
取
り

ま
と
め
と
公
表
を
い
か
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
、
検
討
が
必
要
な
段
階
に
入
っ
た

と
言
い
得
る
。
現
時
点
で
は
、
来
年
度
も
共
同
研
究
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
研
究
分
担
者
で
あ
る
本
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
系
の
佐
藤
健
一
教
授
に

よ
る
、「
菅
浦
文
書
」の
花
押
・
略
押
の
画
像
デ
ー
タ
解
析
を
実
験
的
に
開
始
し
た
。

類
似
し
た
形
態
の
花
押
を
高
精
度
で
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
本
研
究

会
は
も
と
よ
り
中
世
史
料
研
究
全
体
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
有
益
で
あ
り
、
今
後

も
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

◇�

学
長
裁
量
経
費
に
よ
る
史
料
館
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
及
び
当
館
収
蔵
史
料
目
録

検
索
シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業

　

昨
年
度
史
料
館
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
の
第
一
弾
と
し
て
英
語
版
作
成
を

実
施
し
た
。
そ
の
継
続
で
今
年
度
は
、
韓
国
語
版
と
中
国
語
版
（
簡
体
字
・
繁
体

字
）
を
作
成
し
た
。
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
、
そ
の
母
国
語
を
用
い
る
方
々
が
読

ん
で
理
解
で
き
る
内
容
を
目
指
し
て
、
歴
史
的
用
語
等
に
は
必
要
に
応
じ
て
日
本

語
表
記
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
説
明
を
加
筆
す
る
な
ど
、
工
夫
を
加
え
た
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
か
ら
Ｈ
Ｐ
上
で
運
用
し
て
い
る
収
蔵
史
料
目
録
検
索
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
バ
環
境
更
新
作
業
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
十
月
に
O
S
等
の
更
新

作
業
を
行
っ
た
。
稼
働
中
止
は
一
日
の
み
で
完
了
し
た
。
今
後
の
運
用
に
つ
い
て

も
更
新
作
業
等
の
維
持
費
が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
予
算
の
か
か
ら
な
い

他
の
手
段
を
検
討
は
し
た
が
、本
学
の
方
針
等
も
踏
ま
え
た
上
で
検
討
を
継
続
し
、

当
面
は
更
新
作
業
の
予
算
確
保
に
尽
力
し
運
用
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

◇�（
一
財
）伊
藤
忠
兵
衛
基
金
か
ら
の
助
成
金
に
よ
る
伊
藤
孝
三
氏
撮
影
フ
ィ
ル
ム
の
修
復

及
び
デ
ジ
タ
ル
化
作
業

　

豊
郷
町
伊
藤
長
兵
衛
家
の
子
孫
故
伊
藤
孝
三
氏
が
昭
和
初
期
に
撮
影
さ
れ
た

十
六
ミ
リ
ま
た
は
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
六
十
七
巻
が
平
成
二
十
八
年
度
に
寄
贈
さ
れ

﻿
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て
い
る
。
こ
れ
ら
は
以
前
か
ら
劣
化
が
相
当
進
行
し
て
い
て
酢
酸
臭
が
ひ
ど
く
、

懸
念
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
般
財
団
法
人
伊
藤
忠
兵
衛
基
金
か
ら
毎
年
助
成
い

た
だ
い
て
い
る
文
化
厚
生
事
業
助
成
金
を
充
当
し
、
今
年
度
は
二
回
に
分
け
て
計

三
十
六
巻
分
を
修
復
し
、
そ
の
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

伊
藤
氏
の
私
的
な
画
像
も
含
ま
れ
る
が
、
伊
藤
家
の
園
遊
会
や
丸
紅
の
運
動
会
、

海
外
へ
の
視
察
旅
行
の
様
子
な
ど
、
当
時
の
貴
重
な
画
像
が
よ
み
が
え
っ
た
。
次

年
度
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、
全
巻
の
修
復
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
す
予
定
で
あ

る
。

◇
史
料
整
理

吉
田
氏
史
料
（
油
屋
藤
兵
衛
家
文
書 

日
野
町
）
三
六
点
・
柴
谷
家
文
書
追
加
分

（
彦
根
市
）
六
点

◇
発
行

　

Ｓ
Ａ
Ｍ
に
ゅ
う
す
五
六
号
、
五
七
号

　
『
彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念 

１
０
０
年
に
向
か
う
学
知
と
人
材
育
成
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
四
年
度
企
画
展
図
録
）

◇
学
部
内
雑
誌
掲
載
日
本
史
論
文

　
『
彦
根
論
叢
』
第
四
三
一
号

　
　

�「
大
正
期
国
有
林
下
戻
地
の
鈴
木
商
店
系
拓
殖
企
業
の
興
亡
と
初
期
・
終
期
に

蠢
動
す
る
特
異
企
業
家　

秋
田
県
生
保
内
原
生
林
を
巡
る
平
尾
幸
太
郎
・
太
田

雪
松
ら
の
役
割
」
小
川
功

　

同

　
　
「
新
・
琵
琶
湖
疏
水
成
立
史
（
１
）
」
筒
井
正
夫

　
『
彦
根
論
叢
』
第
四
三
二
号

　
　

�「
新
・
琵
琶
湖
疏
水
成
立
史
（
２
）
明
治
十
六
年
十
月
十
一
日
〜
十
二
月
、
滋

賀
県
令
籠
手
田
安
定
の
建
議
提
出
か
ら
京
都
府
の
疏
水
起
工
伺
が
却
下
さ
れ
る

ま
で
」　

筒
井
正
夫

　
『
彦
根
論
叢
』
第
四
三
三
号

　
　

�「
新
・
琵
琶
湖
疏
水
成
立
史
（
３
） 

明
治
十
七
年
一
月
、
内
務
省
へ
の
管
轄
移

行
か
ら
二
十
三
年
四
月
、
疏
水
竣
功
ま
で
」
筒
井
正
夫

　
『
彦
根
論
叢
』
第
四
三
五
号

　
　
「
鈴
木
商
店
専
用
軌
道
の
軽
鉄
化
妄
想
と
西
之
下
谷
“
村
民
ノ
紛
擾
” 

無
許
可

　
　

�“
実
験
線
”
ト
リ
ッ
ク
が
祟
っ
た
大
正
期
但
馬
軽
便
鉄
道
“
ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
”

仮
説
」　

小
川
功

　
『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
年
報
』
第
二
九
号

　
　

�「
清
酒
製
造
業
に
お
け
る
革
新
Ⅱ 

─
南
都
諸
白
か
ら
丹
醸
そ
し
て
灘
酒
に
至
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
史
的
考
察
─
」　

小
野
善
生

　

同

　
　
「
彦
根
高
等
女
学
校
で
利
用
さ
れ
た
『
體
育
簿
』
に
関
す
る
一
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
雅
之

◇
運
営
委
員

　

須
永
知
彦　

渡
邉
凡
夫　

石
井
利
江
子　

山
下
悠　

坂
野
鉄
也　

松
田
有
加
里

◇
史
料
館
職
員

　

館
長　

阿
部
安
成　

　

専
任
教
員　

青
柳
周
一　
　
　
　
　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
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学
芸
員　

南
田
孝
子　

吉
岡
恵　

　

非
常
勤
職
員　

岸
妙
子　

松
崎
由
貴
代　

◇
客
員
研
究
員　

　

水
野
章
二　

宇
佐
美
英
機　

大
島
久
幸　

谷
ヶ
城
秀
吉　

深
見
泰
孝　

薄
井
彰　

﻿
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